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1.	 はじめに	 

	 演説は従来からに政治指導者にとって，強力

な武器として使用されてきた．演説力があるか

どうかで，国民からの支持が得られるかどうか

が決まると言っても過言ではない	 (川上，2009)．	 	 
	 とりわけ，アメリカ大統領は，世界に影響を

与える者として，重要な役割を担っており，従

来から，それらの演説は，言語学的，政治学的

に重要な研究対象となってきた	 (ex., Ahren，
2005)．	 
	 一方，自然言語処理技術の進展とデータベー

スの発達によって，多様なテキストから多様な

情報を抽出することが，欠かせない研究課題と

なっている．とりわけ，blog や Twitter をはじめ
とする断片的なテキストが多く産出され，また，

domain adaptation の問題が自然言語処理分野で重
要な課題なっている現在（Hara et al., 2010），
様々なジャンルのテキストの特徴と，そのテキ

ストへの影響要因を検討することは，言語処理

研究の観点からも重要な意義をもつ．	 

	 このような背景のもと，本研究では，過去 44
期 57 本のアメリカ大統領の演説を分析する．本
研究では，予備的分析として，アメリカ大統領

演説のテキスト特徴量への影響要因を探索的に

探ることとし，単純な bag of wordsモデルと教師
なし，教師あり学習を適用する．これによって，

今後，アメリカ大統領演説から言語学的，政治

学的含意を得るために有用な基礎的知見を得る

ことを目指す．	 

	 

2.	 データ	 

	 1789 年から 2009 年までのアメリカ合衆国大統
領演説，44期 57本を対象とする．Miller Center 1

を参照し，演説のテキストファイルを作成，タ

イトル，スペースを削除した後，Tree Tagger 2を	 
	 

	 

                                                        
1 millercenter.org 
2 www.ims.uni-
stuttgart.de/projekte/corplex/TreeTagger 

適用，すべての語の相対頻度を計算し，テキス

ト‐特徴量行列を作成する（bag-of-words モデ
ル）．なお，活用形の統一は行わない．	 

	 

3.	 分析手法	 

3.1.	 カーネル主成分分析	 

	 まず，テキスト‐特徴量行列に対してカーネ

ル主成分分析を適用する．これによって，テキ

ストに影響を与える主要因を検討し，また，テ

キスト間の距離を可視化する．パラメータには

σ=0.2を与える．	 	 
	 

3.2.	 ランダムフォレスト機械学習法	 

次に，主要因と考えられる時代，政党を教師

信号として，ランダムフォレスト機械学習法

（Breiman, 2001）を適用する．これによって，こ
れらの要因のテキスト特徴量への影響を検討す

る．時代区分に関しては，政治的な背景も考慮

し，2 クラス，5 クラスの 2 種類をラベルとして
利用する．より具体的に，教師信号は，以下の

通りである．	 

	 

	 	 実験 1（時代 1）:	 第一次世界大戦終結前後	 
(1789-1918，1918-現在)，	 
	 	 実験 2（時代 2）:	 独立-南北戦争終結-第一次
世界大戦終結-第二次世界大戦終結-冷戦終結-現

在（ 1989-1865， 1865-1918， 1918-1945， 1945-
1989，1989-現在），	 
実験 3（政党）:	 民主党（Democratic Party），

共和党（Republican Party），その他，	 
	 

実験の評価には，精度，再現度，F1 値のマイク
ロ平均を使用する．	 

	 

4.	 結果と考察	 

4.1.	 カーネル主成分分析の結果	 

	 図 1 はカーネル主成分分析の結果を示したも
のである．散布図中，大統領の略号でテキスト

の位置を示してある．中央よりやや右側に冷戦

後の大統領が位置し，それ以前の大統領は中央

より左側に位置する傾向があることから，第一

主成分は時代をあらわすと解釈できる．これに

対し，第二主成分の解釈は，自明ではない． 
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図１	 カーネル主成分分析の結果 

 

4.2.	 	 ランダムフォレスト機械学習法の結果 
	 表 1 はランダムフォレスト機械学習法の結果
を示したものである．2 クラスの時代区分による
分類実験（実験 1）では，高い F1 値が得られて
いる一方，5 クラスの時代区分による分類実験
（実験 2）では高い F1 値が得られていない．ま
た，政党別の分類実験（実験 3）は，両者の中間
程度の分類性能である.3 
	 以上の結果から，第一次世界大戦終結前後で

は，アメリカ大統領演説に比較的大きなテキス

ト上の差異がある一方，より細かな時代区分，

あるいは政党別では，相対的に小さなテキスト

上の差異しかないことが指摘できる． 
 
表 1	 ランダムフォレスト機械学習法の結果	 

5.	 おわりに	 

本研究では，57 本のアメリカ大統領演説を用
                                                        
3 他のいくつかの時代区分，また，時代を限定し
て政党別の分類を試みたが，それぞれ，実験 2，
実験 3と同様の傾向が得られた． 

い，bag of wordsとカーネル主成分分析，ランダ
ムフォレストを利用して，これを分析した． 
カーネル主成分分析の結果からは，時代が主

要な影響要因であることが示され，さらに，ラ

ンダムフォレスト機械学習法の結果からは，そ

のような時代区分の影響のうち，第一次世界大

戦終結前後に大きな時代区分の影響は観察され

るものの，より細かな時代区分や政党の影響は

観察されないことが示された． 
本研究は，bag of wordsを用いることで，主要

な影響要因の把握を目指した．今後，他の特徴

量も利用し，また，細かく影響要因を区別する

ことで，さらにアメリカ大統領演説のテキスト

の特徴を明らかにし，その言語学的，政治学的

含意を探っていきたい． 
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1 2 95.24 97.37 96.15
2 5 32.50 - -
3 3 46.98 43.81 44.76
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